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プ ログ ラム

1987年11月21日 午前io:30～ 午 後5:3o

        京大 会館102号 室

開会の辞 午前10:30 西田龍雄 教授

研 究発 表   午前10:40～ 午 後0;40

「タガ ログ 語の関 係節 構造 とB盈RRIERに っ いて 』 上 山あゆみ(D1)

「日本 語否 定疑 問文の下 位類 型 」 田野 村忠温(研 修 員)

「オ ース トラ リア諸語に み る複合 動詞 の構造 と機能 」 細川 弘明(京 都 大学)

(昼 休み)

現 代言 語学 の現 状 と展 望  午後2:00～5:30

「音声学 ・音韻 論の現状 と展望 」 壇辻正 剛(京 都大学)

「統語論の現状 と展望」 船山仲他(京 都工芸

繊維大学)

「意味論 の 現状 と展望 」 臼井賢 一一郎(中 京 大学)
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